
 

 

令和７年度 自衛隊家族会事業報告 

 

1 全 般 

我が国を取り巻く安全保障環境は流動的かつ不透明な状況が継続し、「戦後

最も複雑で厳しい状況」となっている。自衛隊は我が国周辺海空域の常時継続

的な警戒監視等を行いつつ、ソマリア沖・アデン湾における海賊対処行動及び

中東地域における日本関係船舶の安全確保に必要な情報収集活動のための海

自部隊の派遣を継続する等、引き続き国内外で多様な任務を着実に遂行した。 

また、中東地域の情勢を受けた邦人等輸送準備など、幅広い活動を行った。 

一方、自衛官の募集をはじめとする人的環境の厳しさは悪化の傾向が止ま

らず、任務の多様化と相まって、部隊も隊員も職種の枠にとどまらず様々な役

割、任務に対応することが求められており、現場における負担は更に増加する

傾向にある。 

このような状況の下、本会は、自衛隊員の最も身近な存在として自衛隊を支

えるべく、工夫を凝らしながら計画した各種事業を概ね計画通りに実施した。

これによって「自らの国は自ら守る」という防衛意識の普及・高揚を図るとと

もに、家族支援協力を推進し自衛隊員が誇りと自信を持って任務に邁進できる

環境を整えるなど防衛基盤の確立・強化に寄与した。 

 

２ 主要事業の成果 

（１）公益目的事業 

ア 公１「国民に対する防衛意識の普及・高揚事業」 

（ア）防衛講演会等 

  a 広島県防衛講演会 

    令和７年度第 1 回防衛講演会は、１０月２５日（土）、広島県自衛隊

家族会が担当し、広島市において、髙田克樹氏（元陸上総隊司令官）を

講師として開催した。 

 家族会会員はもとより、広島県民、隊友会会員、自衛隊協力団体会

員など１２１名が聴講した。このうち８８名（７３％）が家族会等会員

以外の聴講者だった。 

 髙田講師は、「激動する国際情勢と我が国の安全保障」と題して講演

し、「ユーラシア・グループのリポート」、「米国の安全保障戦略の変遷

と周辺国の軍事情勢」について詳細な分析や対比をもって説明し、聴

講者に対して「ロシア・ウクライナ戦争の行方が示唆するもの」とし



て、領土、国際秩序、火力の量・質等の観点から、陸自の現状と課題を

説明し、日本は何をなすべきかについて理解を求め、最後に「新たな人

事制度として、若年定年制は維持しつつ、定年自衛官の雇用促進によ

り、部隊が本来任務・訓練に集中できる制度を構築するべきである」と

締めくくった。 

    講演終了後の質疑応答は市民からの質問が相次ぎ、多くの聴講者か

らは「大変よく理解できた」「日本の安全保障政策について理解できた」

等の感想が寄せられた。 

ｂ 岐阜県防衛講演会 

   令和７年度第２回防衛講演会は、１１月３０日（日）、岐阜県自衛隊 

   家族会が担当し、岐阜市において、髙田克樹氏（元陸上総隊司令官） 

を講師として開催した。 

 家族会会員はもとより、岐阜県民、隊友会会員、自衛隊協力団体な

ど１５５名が聴講した。このうち６１名（約３９％）が家族会等会員

以外の聴講者だった。 

 髙田講師は、「激動する国際情勢と我が国の安全保障」と題して講

演し、「ユーラシア・グループのリポート」、「米国の安全保障戦略の

変遷と周辺国の軍事情勢」について詳細な分析や対比をもって説明し、

聴講者に対して「ロシア・ウクライナ戦争の行方が示唆するもの」と

して、領土、国際秩序、火力の量・質等の観点から、陸自の現状と課

題を説明し、日本は何をなすべきかについて理解を求め、最後に「新

たな人事制度として、若年定年制は維持しつつ、定年自衛官の雇用促

進により、部隊が本来任務・訓練に集中できる制度を構築するべきで

ある」と締めくくった。 

    講演終了後の質疑応答は市民からの質問が相次ぎ、多くの聴講者か

らは「大変よく理解できた」「我が国の安全保障政策について理解で

きた」等の感想が寄せられた。  

ｃ 各県家族会が実施した防衛講話 

各県家族会が計画・実施した防衛講話は、７６回（令和６年度５５

回、前年度比約３８％増）であり、各地区会が計画・実施した防衛講

話は、２５３回（令和６年度２３８回、前年度比約６％増）であった。

家族会員以外の参加者は、各県家族会で約２５％、各地区会等で約２

６％であった。 

各県家族会は、地方協力本部及び部隊と連携し、時機に適した講話

の実施に努め、防衛問題や自衛隊への理解促進を図った。また、所在

地域の自衛隊指揮官による防衛講話を企画し、地元自衛隊部隊への理



解促進にも努めた。防衛講話の回数も回復しつつある。 

（イ）防衛情報紙「おやばと」の発行及び拡販の推進等 

a 紙面の充実 

家族会が発行する防衛情報紙として、各自衛隊のトピックス等を購読

者にタイムリーに伝えるとともに、より魅力的で、会員及び現職自衛隊

員のみならず広範な読者にとって有益な「おやばと」を目指し、特集記

事の充実を図るなど、紙面の一層の充実・向上に努めた。 

内容については、専門的になりがちな安全保障関連情報を一般読者に

も分かりやすく解説することに引き続き着眼し、４回に分けて掲載した

「自衛官の人的基盤の強化」をはじめ、国内外情勢を解説した「論壇」

や国内外での活動に従事した隊員が当時を振り返る「回想」「自衛隊を

動かすメジャーコマンド」「あまり知られていないお仕事」「美佐の新

国防論」「米国事情」「健康の扉」「シニアの鉄人」「数字頭の体操」

「漢字遊び」等の連載を継続した。 

内閣総理大臣の施政方針演説や所信表明演説における安全保障・防衛

政策に関する内容や、「自衛官の処遇・勤務環境の改善及び新たな生涯

設計の確立に関する関係閣僚会議」での審議内容について掲載し、政府

としての防衛問題への取り組みを紹介した。防衛大臣の訓示や年末メッ

セージについても掲載し、防衛省としての隊員家族に対する考え方など

も紹介し、読者の防衛意識の普及高揚につながる記事を掲載した。 

号 特 集 記 事 

４月 自衛官の人的基盤強化① 

入隊・入校激励会で門出を祝福 

海上自衛隊幹部候補生学校学生卒業所感 

５月 自衛官の人的基盤強化② 

北から南まで全国各地で入隊・入校式①  
６月 自衛官の人的基盤強化③ 

北から南まで全国各地で入隊・入校式②  
７月 本質的な自衛官の処遇改善について 

自衛官の人的基盤強化④ 

８月 イタリア・ミラノ・コルティナ五輪に向けて 

元気にしています－教育隊学生からのメッセージ①  
９月 令和７年版防衛白書の概要 

AI が陸上戦闘に及ぼす影響について 

元気にしています－教育隊学生からのメッセージ② 

  



10 月 ８年度防衛関係概算要求の概要 

AI が航空作戦に及ぼす影響と課題 

11 月 高市早苗総理大臣 所信表明演説 

海上自衛隊における AI 活用研究 

12 月 令和７年「年間優秀作品賞」決定（歌壇・俳壇） 

北方領土返還要求署名活動について 

令和 8

年１月 

謹賀新年（増田 好平会長） 

写真で振り返る令和７年 

２月 入隊・入校予定者激励特集「祝・ご入隊・ご入校」 

航空自衛隊幹部候補生学校卒業所感 

３月 自衛官の処遇改善の取り組み 

陸上自衛隊幹部候補生学校卒業所感 

駐屯地・基地の桜の見所 

b  拡販の推進 

各県家族会は、会員以外の読者の拡大と会員の購読率の向上を狙っ

て「おやばと拡販新ステップ・アップ作戦」に基づき、各県家族会の

自ら設定する年度の目標購読率と３年後の目標購読率にも基づき、購

読者の増大に努めた。 

この際、自ら目標を設定した県は３７個県であった。 

(a) 購読率 

会員の購読率向上については、５１県家族会中２０個県家族会が

目標購読率を達成し、２０個県家族会が令和６年度と比較して購読

率を向上させた。本会全体としては、令和６年度と比較して１．１％

減少の６９．６％の購読率となった。 

(b) 購読数 

「おやばと」の発行部数は、７４１，６７２部（令和６年度７６９，

１１４部）と前年度に比し２７，４４２部減少した。「おやばと」拡

販作戦による部数減少への抑制効果は得つつも、会員数の減少によ

り結果として部数の減少となった。 

c その他 

  「おやばと」紙上で掲載した回想シリーズを取りまとめた、「自衛官

が語る災害派遣の記録」、「自衛官が語る海外活動の記録」の販売促進

に協力した。 

（ウ）その他 

a  本会に対する理解を得るとともに、各事業の趣旨の普及等に寄与す

るため、ホームページの充実を図った。 



ｂ 本部及び各県家族会は、ＳＮＳ等を活用した連絡網の整備に努め

た。また情報の発信、共有を効果的に行うため、本部では Facebook の

活用を継続した。 

c  隊友会主催中央防衛セミナー等への協賛、協力 

１１月１８日（火）、隊友会主催、家族会等が協賛し令和７年度中

央防衛セミナー（第５２回）が、ＴＫＰ市ヶ谷において「激変する国

際情勢と日本の向かうべき道」をテーマとして実施され、櫻井よし子

氏、飯田泰之氏と岩田清文氏が講演した。 

家族会からは、増田会長、田浦理事、茨城県家族会長・事務局長等、

の計６名が参加した。 

本セミナーは、ユーチューブで紹介され、従来の首都圏会員のほか

全国の会員が聴講することができた。 

    ｄ 防衛省北関東防衛局、南関東防衛局が主催する防衛問題セミナー

への協力 

      防衛問題セミナー開催情報やそのユーチューブ配信について、全

国会員と情報共有するとともに、会員を通じて広く一般に案内して

協力した。 

イ 公２「自衛隊の諸活動に対する協力・激励事業」 

（ア）自衛隊が行う家族支援に対する協力 

a  本会は、防衛省との「家族支援に対する協力に関する協定書」、各自

衛隊との協定等に基づき、家族支援協力事業に関連する演習等に参加

し、当該事業の深化を継続的に図った。      

ｂ 各地域協議会において、本部委託テーマ「「家族支援に対する協力に

関する協定」締結を受けて、防衛省／自衛隊に望むこと」について討

議し、家族支援協力態勢充実向上を図った。 

ｃ  家族支援協力に資するため、令和２年度に制定した会員証規則に基

づき、会員証を交付した。令和８年３月３１日現在８２８名（うち令

和７年度７９名)に配付した。 

ｄ  各県家族会は、地域毎の特性を生かしつつ、安否確認態勢の更なる

充実を図った。 

ｅ 各県家族会の活動を支援するためのボランティア保険制度の定着

化を図った。 

ｆ 家族会会員の家族たる隊員の抱える問題等の問い合わせ窓口を継

続し、４９件(令和６年度８０件)の問い合わせがあった。 

（イ）自衛隊が行う募集・就職援護活動に対する協力 

a  各県家族会は、年度当初から地方協力本部と緊密な連携を保持しつ



つ組織的支援協力態勢を整え、入隊・入校者激励会を主催するととも

に募集及び援護情報の提供、地方協力本部が実施する行事への支援・

協力等を行った。特に、「募集協力強調期間」を設定し、前半（７月

～９月）は、地方協力本部と連携した組織的な募集情報提供等に協力

し、後半（１０月～１２月）は採用試験合格者（内定者）の全員入隊

を目指して地方協力本部が実施する内定者向け広報活動（つなぎ広報）

に協力した。 

b  本年度は、１，９６７件（令和６年度１，２５７件）の募集情報及

び１８件（令和６年度４６件）の援護情報を提供した。その結果、全

国で入隊者１１１人（令和６年度１００人）、就職者２人（令和６年

度５人）の成果に結びついた。 

特に、入隊に直結する情報提供については、２６個県家族会におい

て成果を上げた。 

c  陸上幕僚監部主催の「募集協力者会同」が６月１８日（水）にグラ

ンドヒル市ヶ谷において実施され、各県家族会長が参加した。 

官側説明の後、募集協力への各県創意工夫について取り組み状況を

本部および石川、三重、熊本の各県家族会が発表した。 

d  総合募集情報誌「ディフェンスワールド２６」（２０２６年版）を

３１，０００部(令和６年度３１，０００部)発行した。 

作成、編集にあたっては、隊員募集・就職援護及び家族支援に寄与

することを目的としつつ以下の点に着意し、我が国の防衛の考え方や

自衛隊の各種活動について紹介した。 

・前年版を基本に、自衛隊を目指す若者を主対象にしつつ、誰に

でも自衛隊がよく分かるように作成 

・自衛官ってどんな人達、防衛白書、家族の声、援護特集を更新 

・我が国の安全保障・防衛政策、平和安全法制、国家防衛戦略、

防衛力整備計画等の分かり易い解説 

・昨年度の自衛隊及び家族会の事業に関するビジュアル化（写真

の多用）を重視 

（ウ）自衛隊が行う広報に対する協力 

各県家族会は、会員をはじめ多くの人々に、自衛隊が実施する行事に

ついて日時、内容等の情報を提供するとともに、諸行事への参加の機会

を利用して自衛隊が行う広報に協力した。その際、本部が作成した自衛

隊家族会パンフレットや家族会カレンダーを活用した。 

（エ）隊員に対する慰問・激励等 

a   本会は、演習・訓練に従事する部隊・隊員及びその家族を激励する



とともに、陸・海・空自衛隊の各部隊等が実施した記念行事、音楽祭、

慰霊行事等への参列、家族支援協力の訓練に参加した。 

b   「自衛隊の活動支援基金」については、各県家族会等から引き続き

自発的な寄附金を受け付けた。 

c  令和７年度遠洋練習航海部隊の出港行事（６月１３日（金））には鍜

治理事が出席し、帰国行事（１１月１２日（水））には鍜治理事が増田

会長の代理として出席し、それぞれ本年度の実習幹部・参加部隊隊員

に対する慰問激励を実施した。 

d ミラノ・コルティナ冬季オリンピックに選手団として参加する隊員

を支援・激励するため、令和７年度も１９県等から１０５，０００円の

募金協力があったが、自衛隊からの参加者が無かったため、次回のオ

リンピックまで留保することとした。 

e  １０月１１日（土）、令和７年度自衛隊殉職者追悼式が市ヶ谷駐屯地

において執り行われ増田会長が参列した。今年度は、陸自１３柱、海自

１０柱、空自６柱、機関１柱、合計３０柱が合祀された。 

f   国際平和協力活動等派遣部隊・隊員に対する激励  

番号 名  称 時 期 対象部隊等 実施家族会 

１ 第 51 次水上部隊 R７.６ はるさめ 長崎県 

２ 第 52 次水上部隊 R７.１０ おおなみ 神奈川県 

３ 第 53 次水上部隊 R８.１ ゆうだち 青森県 

４ 第 57 次航空隊 R７.５  第２航空群 青森県 

５ 第 58 次航空隊 R７.１２ 第２航空群 青森県 

６ 第 24 次支援隊 R７.７ 中央即応連隊基幹 栃木県 

７ 第 25 次支援隊 R８.１ 第 11 普連基幹 道央 

８ 

 

第 23 次 UNMISS 

司令部要員 

R７.８ 情報・施設幕僚 本部 

９ 第 24 次 UNMISS 

司令部要員 

R８.３   兵站・航空幕僚 本部 

10 第７次ＭＦＯ 

司令部要員 

R７.５ 陸上総隊 本部 

（２）国民運動への参加 

ア 北方領土返還要求署名活動 

北方領土返還要求運動連絡協議会の幹事団体として各種活動に積極的 

に参加した。 

（ア） 北方領土返還要求署名活動を強力に推進し、一つの団体としては最

も多い５８，０２８人（令和６年度６０，１１８人）の署名を得た。 



（イ）北方領土返還促進に関する国会請願が５月１２日（月）、衆議院第二

議員会館で実施され、小和瀬一運営委員が発言した。 

（ウ）令和７年度北方四島交流訪問事業（ビザなし交流）は、ロシアのウ

クライナ侵略への制裁などに対する反発からロシア側より令和 4 年に

一方的に中止され令和７年も継続されている。 

（エ）１２月１日(土)に実施された北方領土隣接地域振興対策根室管内連

絡協議会主催の「北方領土返還要求中央アピール行動アピール行進」

に１６名が参加した。 

（オ）令和８年２月７日（土）、東京都渋谷区の国立オリンピック記念青少

年総合センターで開催された北方領土返還要求全国大会に増田会長以

下３５名が出席するとともに、中畑康樹運営委員が「署名運動の現場

から」の発言をした。 

また、ユーチューブによる大会映像の全国発信が行われ、全国会員

に大会の様子を伝えることができた。 

イ その他の国民運動 

憲法改正に関する各種フォーラム等の開催に際し、情報の共有や憲法 

改正に関するパンフレット等の資料の紹介を行った。 

（３）会の充実を図る事業 

ア 会勢の充実 

「令和７年度県別目標入会率」については、２県家族会が目標を達成

したものの、４８県家族会が目標に到達できなかった。目標未達成家族会

の内、２４県家族会が昨年より上昇し、２３県家族会が低下しており、全

体の入会率は１８％と６年度の２０％より低下した。全国の正会員数は、

５４，０４０人となり、６年度に比して２，４１７人減少した。 

本部は、部隊長・地方協力本部長等機関の長に対して、「公益社団法人

自衛隊家族会が行う各種施策への協力の推進について」との各幕僚長通

知を基に、令和８年１月に各県家族会長（事務局長）に対し、令和８年度

目標の参考を提示するとともに、地方協力本部長と家族会入会意識調査

アンケートに関し連携を密にし、その成果を新会員の入会促進に反映す

るよう依頼した。また、同時に陸海空の部隊指揮官及び幹部候補生学校長

等教育部隊長等に対して家族会への新会員入会促進協力について依頼し

た。 

イ 各種手段及び機会を活用した本会の広報 

（ア）本部は、「自衛隊家族会パンフレット」を２，０５２部各県家族会（各

地本）へ配布するとともに、５２部を内局広報用等として配布した。各

県家族会は、各県等で実施される入隊入校者激励会等の場を利用してパ



ンフレットを配布し広報に努めた。 

（イ）各種の活動の機会をとらえてロゴマーク、識別装着品（ビブス）等を

使用し広報に努めた。 

（ウ）令和８年「自衛隊家族会カレンダー」を３，１９６部（令和７年２，

６００部）作成・配布した。 

（エ）各県家族会は、それぞれの工夫により本会及び各県家族会の広報に努

めた。 

ウ 「自衛隊家族会基盤強化施策」の検討 

真に「自衛隊を支えることができる組織」をめざし、会を充実発展させ

る為に、「組織の強化」、「会員の充実」を主要検討項目として、「基盤強化

施策検討委員会」を本部に設置し、各県家族会と連携をとりつつ継続的な

検討を行った。 

また、自衛隊家族会創立５０周年事業として、令和８年度までに全会員

への配布を目指す総合募集情報誌「ディフェンスワールド」の本年分９，

６６０部を配布した。 

エ 新任県会長・事務局長等研修会を１０月７日(火)に対象者１０名及び本

部１１名の計２１名の出席を得て実施した。 

オ 連絡網の整備と個人情報保護法に基づく個人情報の管理 

個人情報保護法の趣旨、運用要領等に基づき本会で作成した個人情報

保護規則及び個人情報保護マニュアルの内容について、防衛情報紙「おや

ばと」の紙面を活用して広く会員に周知した。 

カ 本会関連規則の整備 

本年度規則の整備、改正はなかった。 

キ 県家族会現地調査 

本会組織の健全性を維持し、適切な活動を継続するため、計画したが、

各種感染症感染防止のため中止した。 

  ク 問い合わせ窓口 

    会の運営に関する会員からの疑問等に応える問い合わせ窓口を継続

し、令和７年度の問い合わせは１３件（令和６年度３件）であった。 

 

３ 会議等 

（１）定期総会：６月１７日（火）（場所：グランドヒル市ヶ谷） 

  ・令和６年度事業報告 

・令和６年度収支計算書及び監査報告 

  ・令和７年度事業計画報告 

  ・令和７年度分担金報告 



・令和７年度収支予算書報告 

・令和７年度資金調達及び設備投資の見込み報告 

  ・第３０回(令和６年度)自衛隊の活動支援基金管理運営委員会報告 

  ・基本財産の運用報告 

  ・「問い合わせ窓口」令和６年度を振り返って報告 

（２）理事会 

ア 第１回 ５月２７日（火）（書面決議：令和６年度事業報告・収支計算

書及び監査報告書、県自衛隊家族会長人事について） 

イ 第２回 ６月１７日（火）（グランドヒル市ヶ谷：県自衛隊家族会長人

事、運営委員人事について、及び代表理事・業務執行理事の業務報告） 

ウ 第３回 １２月１２日（月）(書面決議：定款の変更、令和８年度自衛隊

家族会事業計画(骨子)、県自衛隊家族会長人事、運営委員人事、自衛隊家

族会５０周年事業、規則の変更について） 

  エ 第４回 令和８年３月１７日（火）（グランドヒル市ヶ谷：令和８年度事

業計画、令和８年度分担金、令和８年度収支予算書、令和８年度資金調達

及び設備投資の見込み、令和８年度定期総会の開催、地域協議会長人事に

ついて、第３１回（令和７年度）自衛隊の活動支援基金管理運営委員会報

告、運営委員退任報告及び代表理事・業務執行理事の業務報告）  

（３）「自衛隊の活動支援基金」管理運営委員会：令和８年２月１０日（火） 

（４）地域協議会 

   本部要望の議題の他、会員の拡大、地本・部隊との連携強化等について討

議、意見交換を実施した。 

地域 実施時期 開催地 主要議事等 

北海道 R7.8.25 札幌市 １ 主要議事 

・本部委託討議テーマ 

 「「家族支援に対する協力

に関する協定書」締結を受

けて、防衛省／自衛隊に望

むこと」 

 ・各県テーマ 

・その他 

２ 講演 

東北 R7.10.21 村山市 

北関東 R7.10.26・27 長岡市 

南関東 R7.9.2・3 横須賀市 

東海・北陸 R7.10.15・16 鯖江市 

近畿 R7.11.8 京都市 

中国 R7.9.4・5 米子市 

四国 R7.11.27 南国市 

九州・沖縄 R7.9.8・9 熊本市 

（５）運営委員会 

   毎月１回開催した。 

 



（６）業務執行理事会同 

   ４月、８月、１０月、１月に行った。 

（７）新任県会長・事務局長等研修会 

１０月７日(火)に防衛大学校同窓会会議室にて行った。 

 

４ その他 

（１）二団体共催賀詞交歓会（幹事：隊友会） 

令和８年１月１４日(水)にグランドヒル市ヶ谷において行った。木原官房

長官、宮﨑副大臣にご出席いただき、祝辞をいただいた。 

（２）各県家族会細部活動状況 

別紙「令和７年度活動状況調査表（集計）」 

 

 

 

令和７年度事業報告の附属明細書 

  令和７年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施 

行規則第３４条第３項に規定する附属明細書に記載すべき「事業報告の内容 

を補足する重要な事項」は、存在しないので、これを作成しない。 
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1 札  幌 9,327 905 10 333 10 3 240 108 35 0 46 35 76 1,141 126 972 0 107 21 60 0 0 0 0 0 0 2,474 137 0 0 0 0

2 道　南 2,890 438 15 75 19 25 139 49 15 0 18 15 83 429 98 460 24 105 15 100 1 1 0 0 0 0 59 7 0 0 0 0

3 道　北 6,207 931 15 163 12 7 191 50 34 0 54 33 61 1,013 109 808 85 87 30 88 0 0 0 2 0 0 509 27 17 0 0 0

4 道　東 6,093 713 12 121 22 18 176 66 36 0 42 38 90 604 85 524 10 73 30 83 2 2 2 6 2 4 138 10 5 2 1 0

5 道　央 4,089 652 16 145 14 10 108 30 22 1 26 24 92 626 96 290 0 44 21 95 0 0 0 1 1 1 650 50 12 0 8 0

6 青　森 9,123 1,266 14 290 43 15 343 101 6 0 36 27 75 1,112 88 749 32 37 35 583 7 2 0 5 5 3 2,467 97 527 4 0 0

7 岩　手 3,368 610 18 118 28 24 100 13 27 0 33 19 58 440 72 100 7 16 18 67 1 0 0 0 0 0 449 37 8 1 0 0

8 宮　城 6,541 2,080 32 240 26 11 269 67 59 0 35 32 91 1,959 94 736 64 35 28 47 2 2 0 0 0 0 2,759 66 30 13 1 0

9 秋　田 3,025 1,600 53 115 51 44 285 47 24 0 25 24 96 1,527 95 514 2 32 24 100 0 0 0 15 0 0 880 28 15 4 0 0

10 山　形 3,252 1,460 45 116 26 22 687 0 33 0 35 33 94 1,524 104 431 0 30 33 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 福　島 4,299 1,138 26 119 21 18 55 24 43 0 59 30 51 767 67 430 0 38 0 0 0 0 0 0 0 0 2,100 92 3 0 0 0

12 栃　木 2,349 864 37 120 30 25 233 30 24 0 26 24 92 879 102 822 61 95 23 96 1 1 1 8 8 0 5,799 336 0 0 0 0

13 群　馬 2,603 1,178 45 146 49 34 288 142 40 0 35 34 97 1,248 106 1,213 26 103 33 83 1 1 1 0 0 0 3,387 144 881 3 1 0

14 新　潟 3,402 1,319 39 162 63 39 300 52 7 0 30 29 97 1,190 90 1,279 125 97 7 100 0 0 0 7 6 4 1,752 66 4 1 0 0

15 長　野 1,989 621 31 106 25 24 140 13 38 0 77 77 100 600 97 692 116 111 16 42 1 1 0 3 0 3 639 51 1 1 0 0

16 茨　城 4,150 471 11 223 42 19 154 60 24 0 44 24 55 456 97 416 22 88 22 92 17 1 0 6 6 0 696 74 0 0 0 0

17 埼　玉 7,881 756 10 430 41 10 180 434 40 0 72 34 47 712 94 1,084 43 143 28 70 2 1 1 6 1 3 2,427 161 8 4 0 0

18 千　葉 6,635 700 11 362 44 12 186 100 20 0 54 20 37 567 81 705 60 101 15 75 2 2 0 8 8 8 259 19 1 0 0 0

19 東　京 10,132 1,202 12 704 44 6 438 45 41 0 62 48 77 1,065 89 1,312 124 109 32 78 4 3 3 19 17 7 1,794 75 15 4 0 0

20 神奈川 9,177 874 10 551 83 15 252 82 14 0 33 33 100 967 111 1,084 104 124 13 93 2 1 1 6 5 2 2,727 156 0 0 0 0

21 山　梨 949 353 37 52 0 74 12 11 0 27 11 41 340 96 204 2 58 11 100 1 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0

22 静　岡 5,021 966 19 212 51 24 220 36 24 0 35 30 86 866 90 750 18 78 18 75 1 1 0 6 3 4 172 9 3 1 0 0

23 富　山 973 613 63 58 40 69 157 33 14 0 15 14 93 596 97 548 19 89 14 100 1 0 0 13 4 4 1,525 124 5 3 1 0

24 石　川 2,143 880 41 104 44 42 180 44 19 0 19 19 100 810 92 998 27 113 19 100 1 1 1 9 1 1 79 4 72 33 0 0

25 福　井 1,113 483 43 52 15 29 154 10 10 0 17 17 100 495 102 525 0 109 9 90 0 0 0 0 0 0 407 42 0 0 0 0

26 岐　阜 2,359 664 28 146 24 16 114 38 28 0 42 28 67 700 105 313 0 47 13 46 2 0 0 10 10 1 485 37 10 0 2 2

27 愛　知 6,221 1,290 21 423 57 13 26 25 0 54 52 96 1,290 100 1,049 88 81 25 100 1 0 0 0 0 0 738 29 0 0 0 0

28 三　重 1,914 408 21 89 16 18 112 0 11 0 29 24 83 408 100 460 40 113 11 100 0 0 0 0 0 72 9 5 0 0 0

29 滋　賀 1,172 363 31 62 19 31 98 44 39 0 19 18 95 363 100 433 17 119 30 77 2 0 1 0 0 0 149 21 0 0 0 0

30 京　都 3,840 482 13 150 14 9 198 11 13 0 26 13 50 483 100 555 13 115 9 69 0 0 0 3 1 1 140 15 7 2 0 0

31 大　阪 6,070 904 15 520 65 13 214 34 17 0 43 43 100 882 98 1,149 119 127 16 94 1 0 0 11 4 1 1,117 62 13 6 0 0

32 兵　庫 6,061 945 16 272 58 21 225 98 15 1 42 36 86 868 92 1,045 81 111 14 93 1 1 1 6 4 1 248 13 19 3 2 0

33 奈　良 1,140 271 24 66 13 20 75 2 3 0 48 35 73 254 94 65 0 24 3 100 1 0 0 1 0 0 66 12 0 0 0 0

34 和歌山 1,239 505 41 52 6 12 103 115 7 0 30 7 23 505 100 506 0 100 1 14 0 0 0

35 鳥　取 1,475 402 27 57 4 7 101 80 20 0 21 20 95 436 108 425 25 106 13 65 2 0 2 8 5 1 1,091 136 190 2 1 0

36 島　根 1,611 717 45 63 12 19 98 28 22 0 19 14 74 692 97 728 33 102 21 95 7 0 0 5 0 0 2,188 153 6 1 0 0

37 岡　山 2,153 519 24 100 9 9 133 35 29 1 27 27 100 478 92 600 0 116 27 93 1 1 0 2 0 2 1,549 149 6 2 0 0

38 広　島 6,039 1,280 21 219 68 31 171 87 41 0 41 40 98 1,280 100 1,500 220 117 33 80 2 2 2 4 4 2 112 4 17 2 1 0

39 山　口 3,301 853 26 131 23 18 187 49 19 0 19 19 100 837 98 568 0 67 19 100 0 0 0 10 0 0 266 16 5 0 0 0

40 徳　島 1,435 401 28 53 16 30 131 44 17 0 24 17 71 401 100 410 30 102 17 100 0 0 0 6 6 6 845 105 7 1 0 0

41 香　川 1,723 809 47 140 71 51 10 10 0 17 17 100 772 95 373 30 46 9 90 1 0 0 1 0 0 1,159 72 14 2 0 0

42 愛　媛 2,254 853 38 80 33 41 275 48 19 0 20 20 100 893 105 848 0 99 14 74 1 0 0 6 0 0 93 5 2 1 0 0

43 高　知 1,489 656 44 63 20 32 191 38 36 0 34 34 100 629 96 691 109 105 16 44 1 0 1 4 0 1 1,080 82 8 0 0 0

44 福　岡 11,822 2,015 17 509 53 10 369 41 45 0 72 36 50 1,683 84 1,665 40 83 8 18 1 0 0 0 0 0 2,726 68 0 0 0 0

45 佐　賀 3,396 1,667 49 86 28 33 302 8 36 0 20 15 75 1,593 96 974 0 58 29 81 1 1 1 17 17 0 3,950 118 0 0 0 0

46 長　崎 8,965 2,930 33 243 39 16 598 62 27 0 21 21 100 2,966 101 2,048 85 70 24 89 1 1 1 0 0 0 1,613 28 0 0 0 0

47 大　分 3,813 1,434 38 106 20 19 257 54 18 0 18 17 94 1,474 103 831 9 58 14 78 0 0 0 1 0 0 386 13 10 3 0 0

48 熊　本 9,173 3,760 42 261 82 38 633 0 10 0 45 45 100 3,760 102 1,188 90 32 10 100 1 0 0 10 0 0 1,718 23 7 0 0 0

49 宮　崎 6,588 2,764 42 228 56 32 393 27 40 0 26 26 100 2,479 90 757 24 27 34 85 1 0 0 18 12 6 1,727 31 29 11 0 0

50 鹿児島 8,322 3,785 45 245 72 29 472 89 71 0 43 39 91 3,683 97 485 25 13 62 87 0 0 0 8 0 0 362 5 5 1 0 0

51 沖　縄 3,199 290 9 240 32 13 10 4 16 1 41 40 98 187 64 315 0 109 15 94 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

223,505 54,040 24 9,721 1,753 18 11,009 2,720 1,294 4 1,796 1,427 79 51,929 96 37,623 2,049 70 1,002 77 76 27 19 253 132 66 58,028 54 1,967 111 18 2
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